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神郷公民館 
 46-1181 

koukou@city． 

niihama.ehime.jp 
 
神郷校区の人口 

人 口  10,066人 
（男）   4831人 
（女）   5235人 
世帯数   4574世帯 
平成29年9月末現在 
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１１
月
１１
日
（
土
）
の
文
化
祭
前
日
の
準
備
に
は
た
く
さ
ん
の

方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

１２
日
（
日
）
は
天
気
も
良
く
終
日
大
勢
の
人
出
が
あ
り
ま
し

た
。
運
動
場
で
は
、
す
い
よ
う
作
業
所
さ
ん
や
体
振
、
補
導
、
老

人
ク
ラ
ブ
、
育
成
会
、
神
郷
史
情
等
の
各
種
バ
ザ
ー
も
あ
り
、
体

育
館
内
で
は
幼
稚
園
児
・
児
童
・
生
徒
の
作
品
に
加
え
、
自
治
会

・
サ
ー
ク
ル
・
団
体
に
よ
る
た
く
さ
ん
の
力
作
揃
い
の
作
品
展
示

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
午
後
か
ら
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
中
央
で
民
生

さ
ん
が
ち
び
っ
こ
向
け
に
例
年
の
○×

ゲ
ー
ム
か
ら
新
た
に
椅
子

取
り
や
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
を
催
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
参
加
し

た
子
ど
も
達
は
も
ち
ろ
ん
家
族
応
援
団
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

公
民
館
内
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
ビ
ッ
ク
リ
バ
ザ
ー
や
お
茶
席
が
あ
り
、

こ
ち
ら
も
長
蛇
の
列
が
で
き
る
大
盛
況
で
し
た
。 

ま
た
、
11
月
１８
日
に
は
三
世
代
交
流
芸
能
発
表
会
を
小
学
校

体
育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
神
郷
幼
稚
園
児
さ
ん
の
可
愛
い
合
唱

や
公
民
館
サ
ー
ク
ル
さ
ん
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。
文
化
祭
芸
能
発
会
と
「
神
郷
の
芸
術
の
秋
」
を
堪

能
し
ま
し
た 

 

 

 

活気と熱気がありました！ 

民生・社協さん共同募金 

 

朝から長蛇の列 

体振もちつき・補導じゃこてん 

 

 公民館でのお茶席 

優秀防犯ポスター表彰 

入賞者と防犯協会の皆さん 

大盛り上がりの 

民生委員さんによるゲーム 

公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ 

講
演
「
別
子
山
の
産
業
・
文
化
遺
産
」 

 

日
時 

平
成
２９
年
１２
月
１
日
（
金
） 

９
時
３０
分
～
１１
時 

 

講
師 

曽
我 

孝
広
先
生 

（
別
子
山
公
民
館
） 

別
子
山
の
歴
史
か
ら
最
近
の
ド
ラ
マ
撮
影
の
話
ま
で 

楽
し
い
話
が
聞
け
ま
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 
 

力作揃いです！ 作品展示 
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 江戸時代、幕・藩の農民政策 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １２月（師走）の行事予定   
１日(金)  高齢者講座閉講式   神郷公民館   9:30～ 

環境美化部会        〃    19:00～ 

２日(土)  安全安心部会        〃    19:00～ 

３日(土)  子ども教室ドッチビー 神郷小学校 

      手みやげ事業     神郷公民館     8:00～ 

 ４日(月)  子育てサロン         〃       10:00～ 

６日(水)  乳幼児講座餅つき   神郷幼稚園 

７日(木)  老人クラブ会長会   神郷公民館   19:00～ 

 １０日(日) 大掃除 神郷公民館・小学校体育館    8:30～ 

１４日(木) 安全協会定例会   神郷公民館       19:00～ 

１５日(金) しめ縄作り     小学校 

 ママ友講座     公民館      10:00～ 

      読み聞かせ反省会      〃    13:30～ 

１８日(月) 民協定例会         〃     19:00～ 

２０日(水) 食改            〃 

２１日(木) 子ども教室クリスマス会   〃        10:00～ 

  ２３日(土) 連合自治会長会          〃        19:30～ 
２８日(水) 御用納め（２９日～１月３日まで休館） 

江戸時代、この地方（松神子村・郷村）は、西条藩の領

地でした。西条藩は、1636年（寛永13）一 柳
いとつやなぎ

直
なお

盛
もり

から始

まったが、一柳家は1665年（寛文5）改易となり、一柳氏は

わずか三代30年で断絶した。その後、しばらくは幕府領と

なっていたが、1670年（寛文10）に、徳川御三家の紀州和

歌山藩の松平頼
より

純
ずみ

が西条に入部して三万石を領してから、

1871年（明治4）の廃藩置県まで、200年にわたり松平家が

この地を治めた。 

江戸時代においては、幕藩体制の経済的基盤は農業生産

にあったため、幕府や藩は農業を奨励するとともに、農村

の統制に力をそそいだ。農民には、田畑・屋敷地をもち、

検地帳に記載されて年貢などの納入を義務づけされている

本 百 姓
ほんびゃくしょう

と、土地を所有しないため検地帳に載らず、本百

姓から田畑を借りて小作する水呑
みずのみ

百 姓
びゃくしょう

がいた。そのほか

本 百 姓
ほんびゃくしょう

に隷属する農民もいた。 

村落において年貢の収納・宗門改め・用水管理などの村

政は、本百姓からでた村役人によって運営された。村役人

としては、庄屋と、その下に組頭・百姓代がおり、あわせ

て村方三役と呼ばれた。また、村落統治の組織として五人

組制度が設けられ、近隣５戸を一組として編成され、年貢

納入や犯罪防止に関して連帯責任をとらされていた。 

年貢を確実に徴収するため、幕府や諸藩はさまざまな制

限を農民に加えた。家康の遺訓としてこのような話があり

ます。「農民は死なないように生きないように（彼らが食

べる分と、来年の種もみを残して、残りは全部年貢で取り

上げる）ということを心得て、年貢を納めるようにしなさ

い。」という逸話です。ほかに、「胡麻の油と農民は絞れ

ば絞るほど出るものである。」と言う言葉も残っていま

す。 

この愛媛において、西条藩をはじめ伊予八幡の成立は、

慶長５年の関ヶ原の戦いで勝利した徳川家康が江戸幕府を

開いた1600年代の前半にほぼ出揃った。江戸時代の統計で

は、人口の85パーセントが農民であったが、地方において

はそれ以上で、西条藩においても領民の多くは農民であっ

た。 

農民が、衣・食・住各方面にわたって封建的制限が加え

られていたのは、全国どこの藩でも同様であったが、伊予

八藩の御触書では生活すべてにわたって格別詳細に注意が

記されている。年貢の確保、身分秩序の維持のため、役人

などへの服従を説いていて、さらに、農民を農地に緊縛し

て、農耕に専修させるため、八藩とも人口・土地・家屋な

どを調査し、出奉公・出稼ぎや転住・旅行などを禁止した

り制限している。このように農民は、まことに貧弱な低い

生活を余儀されて、その上にさまざまな自由も与えられ

ず、厳しい統制のもとに、さんざんな悲惨な生活を続ける

ことを余儀なくされてきた。 

 

 

おめでとうございます 

優良老人クラブ 厚生労働大臣表彰 

          田の上シニアクラブ 
 平成29年10月京都市に於いて田の上シニアクラブさんが

優良老人クラブとして厚生労働大臣より表彰されました。

県老人クラブでは5番目、新居浜市の単位老人クラブとし

ては初の表彰です。田の上シニアクラブさんは」昭和35年

の発足以来、田の上地区の高齢者の仲間づくり、生きがい

づくりを基礎に活動し、その積極的な社会奉仕活動・友愛

活動は地域住民の安心・安全な暮らしを支える大きな力に

なっています。 

また近年の新しい活動としては、会員による児童生徒の

登下校の「見守り隊」の結成、「ちょいぼら」部会では独

居高齢者への刃物研ぎ活動などの取組もしています。 

今回はこれらの素晴らしい活動が評価されての表彰です。 

 

 市制施行80周年記念式典表彰 
 

 平成29年1月3日文化センター大ホールで開催されました

市政施行80周年記念式典に於いて各方面でご活躍された方

に感謝状及び表彰状が贈呈されました。神郷校区在住の被

表彰者の方々をご紹介いたします。 

表彰状贈呈  

 地域社会の保健及び福祉の増進 

   近田 浩さん（白井） 

 防災、防犯、交通安全の推進 

   荒井 道廣さん（松神子） 

 

 平成29年度愛媛県青少年協議会会長表彰 

   

平成29年11月8日今治市総合福祉センターで開催された

愛媛県青少年健全育成推進東予大会に於いて愛媛県青少年

協議会会長より神郷校区の2名の方に感謝状が贈呈されま

した。 

青少年育成活動の部（個人） 

 高橋 清昭さん（散田）新居浜市少年補導委員 

 荒井 道廣さん（松神子） 〃 

表彰されました3名の内2名が神郷校区の方でした 

表彰されました皆様がいつまでもお元気で、校

区の希望の星として益々ご活躍されることをお祈

りします。おめでとうございました。 

 
 

 

 
   

 

 

 

公民館からのお知らせ 
今年も残り１か月となりました。恒例の公民館、小学校

体育館の大掃除を実施します。何かと慌ただしい時期です

が、関係者の皆様ご協力よろしくお願いいたします 

日時 平成２９年１２月１０日 ８時３０分から 

※分担場所は公民館に掲示してあります。 

 


